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はじめに 

 

庄内地方は、白砂青松として古くから県民に愛されている庄内海岸、本県唯一の離島である飛

島を有している地域です。この庄内地方で本調査の対象となった海岸は、飛島西海岸と赤川河口

部の 2 ケ所であります。2 年間にわたり、5 回の現地調査、6 回の地域検討会、3 回のワーキング

グループが行われました。 

地域検討会の内容は、「漂流・漂着ゴミの調査に関わること」、「技術的知見」、そして「今後の

対策のあり方」でした。現地データ収集については、関係者の皆様のご尽力の下、大変意義のあ

るデータを収集できました。このデータが生かされて、次の技術的知見をサポートする形を取っ

ています。 

対象とする海岸の漂流・漂着ゴミの実態が把握されるに伴い、いろいろな行政機関が関与する、

その関り方を勉強するに至りました。しかし、今後の対策については関係者の役割分担において

困難を極めましたが、関係者によるワーキンググループを 3 回開催し、たっぷり時間をかけ、技

術的知見の細部、今後の対策のあり方などが本音に近い形で議論されました。このワーキンググ

ループのディスカッションにより、一歩大きく具体的な方向について共通理解の上で、文言化さ

れ、地域検討会でも議論を経て、報告書に反映されていきました。飛島西海岸、赤川河口部につ

いては、このような観点で報告書をご覧頂ければ幸甚です。 

一方、流木・潅木・海藻などの人工物でないものについて一言述べさせていただきます。報告

書のとりまとめでも人工物と流木・潅木、海藻は分けて整理しています。海水浴場などは、この

流木等を除去しなければならないでしょうが、温故知新、つまり「古きをたずねて新しきをしる」

からいうと、以前は地域によっては薪炭として活用していたものと思われます。今回の検討会で

もチップ化に触れた部分があります。支障がなければ、流木・潅木・海藻は今しばらくそのまま

でもよいのではないかと思っている次第です。 

最後に、関係者の努力の賜物である地域検討会報告書に基づいた取組が庄内地方のみならず山

形県全体へと広がって行くことを期待しています。2 年間に渡り、ご指導・ご助言を頂きました

検討員の皆様、協力をいただきました多くの関係機関、関係の皆様に心から感謝を申し上げます。 

 

 

 

平成 21 年 3 月 

地域検討会（山形県） 座長 

山形大学 農学部 教授 

前川 勝朗 
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